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談話室

『
天
国
と
地
獄
』	

村
山
雅
人

　

表
題
を
見
て
、
黒
澤
明
監
督
、
三
船
敏
郎
主
演
の
営
利
誘
拐
事
件
を
扱
っ
た
映
画
（
一
九
六
三
）
を
連
想
す
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
。
だ

が
、
映
画
の
話
で
は
な
い
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
楽
人
オ
ル
フ
ェ
が
毒
蛇
に
噛
ま
れ
て
冥
府
に
落
ち
た
妻
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
を
連
れ
戻
す
た

め
に
地
獄
に
赴
き
、
神
プ
ル
ー
ト
に
懇
願
す
る
物
語
か
ら
題
材
を
取
っ
た
、
ジ
ャ
ッ
ク･

オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
題
名
だ
。

　

オ
ペ
レ
ッ
タ
（
小
オ
ペ
ラ
）
は
、
も
と
は
登
場
人
物
が
二
人
の
一
幕
物
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
楽
団
も
小
人
数
で
、
字
義
通
り
小
規
模
音

楽
劇
だ
っ
た
。
一
八
五
八
年
こ
の
枠
を
大
幅
に
超
え
る
、
多
く
の
登
場
人
物
を
配
し
、
二
幕
（
後
に
四
幕
に
改
訂
）
か
ら
成
る
新
形
式
の
オ

ペ
レ
ッ
タ
が
登
場
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
成
も
無
論
拡
大
し
、
も
は
や
オ
ペ
ラ
・
ブ
ッ
フ
ァ
と
区
別
で
き
な
く
な
っ
た
。『
天
国
と
地
獄
』

が
そ
れ
で
あ
る
。

　

粗
筋
は
こ
う
だ
。
テ
ー
ベ
の
音
楽
院
長
オ
ル
フ
ェ
と
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
恋
人
が
い
た
。
妻
の
情
人
は
羊
飼
い
ア
リ
ス

テ
を
装
っ
た
地
獄
の
神
プ
ル
ー
ト
。
彼
は
企
み
通
り
、
毒
蛇
に
噛
ま
れ
て
死
ん
だ
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
を
地
獄
に
掠
っ
て
い
く
。
オ
ル
フ
ェ

は
そ
れ
を
知
っ
て
狂
喜
す
る
が
、
劇
中
人
物
「
世
論
」
が
現
れ
て
、
妻
の
生
還
を
主
神
ゼ
ウ
ス
に
願
い
出
よ
、
と
彼
に
迫
る
。
オ
ル
フ
ェ
は

世
間
の
手
前
、
渋
々
従
う
。
世
論
は
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
に
お
け
る
コ
ロ
ス
の
役
割
を
果
た
し
、
こ
こ
で
は
モ
ラ
ル
の
代
弁
者
と
し
て
登
場
す

る
。
オ
ル
フ
ェ
は
世
論
に
伴
わ
れ
て
オ
リ
ン
ポ
ス
山
に
赴
く
。
ゼ
ウ
ス
が
独
裁
の
天
上
世
界
も
良
風
が
乱
れ
、
人
間
女
性
の
誘
拐
は
彼
の
所

行
と
疑
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
プ
ル
ー
ト
の
仕
業
と
判
明
し
、
ゼ
ウ
ス
は
彼
を
面
詰
す
る
が
や
ぶ
蛇
に
な
り
、
独
裁
に
対
す
る
神
々
の
不
満
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が
噴
出
し
て
爆
発
す
る
寸
前
、
世
論
の
到
来
が
告
げ
ら
れ
た
。
事
態
は
急
転
直
下
平
穏
が
装
わ
れ
る
。
ゼ
ウ
ス
は
オ
ル
フ
ェ
の
訴
え
を
聞
き

入
れ
、
神
々
を
連
れ
て
地
獄
へ
降
り
る
。
変
幻
自
在
の
ゼ
ウ
ス
は
地
獄
で
ハ
エ
に
化
け
て
鍵
穴
か
ら
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
が
匿
わ
れ
て
い
る

部
屋
に
入
り
、
す
ぐ
に
彼
女
と
戯
れ
始
め
、
挙
げ
句
二
人
で
こ
っ
そ
り
逃
げ
出
す
算
段
を
す
る
。
神
々
の
狂
宴
の
最
中
逃
げ
出
そ
う
と
し
た

瞬
間
、
プ
ル
ー
ト
そ
し
て
世
論
と
一
緒
の
オ
ル
フ
ェ
に
も
見
つ
か
り
、
や
む
を
得
ず
オ
ル
フ
ェ
が
妻
を
連
れ
帰
る
こ
と
を
許
す
。
但
し
、
地

上
に
戻
る
ま
で
妻
を
振
り
向
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
条
件
を
付
け
た
。
世
論
に
監
視
さ
れ
て
い
る
オ
ル
フ
ェ
は
振
り
返
ら
な
い
。
当
て
が
外

れ
た
ゼ
ウ
ス
は
し
び
れ
を
切
ら
し
て
雷
を
落
と
し
た
。
驚
い
て
振
り
向
い
た
瞬
間
、
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
は
再
び
地
獄
へ
、
一
方
オ
ル
フ
ェ

は
心
も
軽
く
一
人
地
上
へ
戻
る
。
地
団
駄
を
踏
む
世
論
。（
幕
）

　

こ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
神
聖
な
古
典
を
冒
涜
し
た
と
批
判
が
上
が
っ
た
。
夫
婦
の
純
愛
物
語
を
パ
ロ
デ
ィ
に
仕
立
て
た
意
図
は
、
モ
ラ
ル
が

極
度
に
退
廃
し
た
、
貴
族
と
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
支
配
す
る
第
二
帝
政
期
の
社
会
へ
の
批
判
で
あ
る
。
ゼ
ウ
ス
は
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
を

現
し
、
オ
ル
フ
ェ
は
市
民
階
級
を
象
徴
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
自
ら
希
望
し
て
こ
の
作
品
を
観
て
、

作
曲
家
に
感
謝
を
認
め
て
送
っ
た
。「
オ
ル
フ
ェ
と
と
も
に
過
ご
し
た
、
目
眩
の
す
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
夜
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
」
と
。

　

こ
の
神
話
を
題
材
に
し
た
オ
ペ
ラ
は
多
く
あ
る
。
た
と
え
ば
、
完
全
な
形
で
現
存
す
る
最
古
の
も
の
で
、
史
上
第
二
作
目
の
オ
ペ
ラ
は

『
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
』
と
言
い
、
一
六
〇
〇
年
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
四
世
と
メ
デ
ィ
チ
家
の
姫
マ
リ
ア
の
結
婚
祝
賀
の
催
し
と
し
て
、
ヒ

ロ
イ
ン
が
無
事
地
上
に
戻
る
結
末
に
改
作
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
上
演
さ
れ
た
。

　

日
本
初
演
は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
帝
国
劇
場
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
翻
訳
者
小
林
愛
雄
は
原
題
『
地
獄
の
オ
ル
フ
ェ
』
を
『
天
国
と

地
獄
』
に
改
め
た
。
秀
逸
の
命
題
だ
！
小
林
は
日
本
の
オ
ペ
ラ
草
創
期
に
『
魔
笛
』
や
『
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
』
な
ど
多
く
の
作
品
を
翻
訳

し
て
オ
ペ
ラ
の
紹
介
に
尽
力
し
た
人
物
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
国
立
の
医
科
大
学
か
ら
に
移
っ
て
き
て
三
一
年
に
な
る
。
振
り
返
れ
ば
、
あ
る
時
期
ま
で
國
學
院
大
學
は
す
べ
て
が

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
た
。
ま
る
で
天
国
の
よ
う
だ
っ
た
…
…	

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
）


